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令和４年度
第 ４ 回 地 域 協 議 会 定 例 会 が 開 催 さ れ ま し た

　各種団体との連携についても、非常に
意識した取り組みをされていると感じた。
引き続きそのような連携の強化を図りな
がら、地域の様々な団体や学校を巻き込
みながら、一丸となってイベント事業に
取り組んでいきたい。

世帯配付

開催日：令和5年3月24日(木)　会場：宮崎西地区交流センター学習室

報告事項

〈報告第８号〉中央西高齢者みまもりネットワークについて

〈報告第１０号〉まちづくり推進委員会事業への参加報告について

　令和４年１２月１日（木）に開催された「中央西高齢者みまもりネットワーク全体会議」において、
参加者の皆さんから頂いた報告や意見を地域事務所の鍋島所長が代わって報告しました。
　公立大の辻教授からは「中央西独自の見守りシステム」の利用状況について、カードを利用してい
ない時は、異変があったと気付けたこと、また、中央西地域包括支援センターの井上管理者からはシ
ステムを利用された方の家族から「システムを通じて報告が届くことで、母親からSNSのメッセージ
が届いているようで嬉しい」とのお声を頂いたとのことでした。
　地区社会福祉協議会の新名会長からは、地区社協と公立大生が協働して、民生委員と福祉協力員の
皆さんを対象とした「中央西高齢者みまもりネットワークにおけるスマホの使い方」についての説明
会を開催し、計54名の参加があったことや、サロン等でMITONカード（介護予防カード）にポイン
トを付け、景品と交換することにより、高齢者の外出意欲の向上を図っているとの報告がありました。
　最後に、会議のまとめとして、市来会長（市来内科・外科医院院長）から、このネットワークは
「共助」というお互い助け合うという形で始まり、できるだけお金をかけずに運営することがコンセ
プトなので、これからはそういったことに軸足を置いていかなくてはならない。老々介護や認知症の
方が増えてくるという問題も大きく、いろいろな情報を元に対応できるよう検討していきたいという
お話がありました。

「健康ふくしまつり」 「まちづくり広報事業」

　コロナ流行の時期にもいろいろな工夫
をされていて、家にいながらでも情報を
共有できるのは孤立しがちな高齢者でも
若い方でも、みんな中央西地区にいると
いうのを感じられて、とてもいいなと
思った。

　高山委員が「健康ふくしまつり」について、山本委員が「まちづくり広報事業」につい
てそれぞれ報告しました。

〈報告第９号〉中央西地域カード事業について

　令和４年度の事業実績について、中央西自治会連合会副会長の竹田委員から報告がありました。 
　令和３年度に引き続き、中央西地域カード（TONカード・KOTONカード・MITONカード）を活
用した「特典協力店事業」に取り組み、現在１６店舗が参加しているとのことでした。 
　コロナ禍により、特典協力店の募集拡大や、特典を受ける機会は増加傾向にありませんでしたが、
カードを身近なものとして日常より携帯する習慣は徐々に浸透しつつあると思われるとのことでした。 
　また、事業効果をより詳しく測定するために、特典協力店及び地域住民に対するアンケートを実施
中とのことでした。 

山本委員高山委員



次回地域協議会　日時：令和5年5月10日(水)19:00～　場所：宮崎西地区交流センター
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徳満委員長

協議事項

〈議案第７号〉中央西まちづくりプランの見直しについて

★中央西まちづくりプランとは？？

中央西地区の各種団体が「10年後の中央西地区がどうあるべきか」
という同じ目標に向かって、一緒に取り組むための羅針盤として、
平成25年度末に策定された。

H26年４月 　H31年度 R6年３月

中央西まちづくりプラン計画期間（10年間）

協議の結果

現行プランの継続

一部改訂

　中央西まちづくりプランの計画期間は、平成26年度から令和5年度まで
の10年間となっており、今年度で計画期間終了となることから、今後の
プランのあり方について検討を重ねた結果、令和５年2月7日に開催した
地域協議会臨時会において一部改訂を行うということが議決されました。
　今回は、これに伴い地域住民の皆さんを対象としたアンケートを実施す
るかどうかについて協議し、賛成多数により実施することが議決されまし
た。また、令和５年８月２４日に開催を予定している第２回地域協議会定
例会において集計結果を報告することを踏まえた、アンケート実施スケ
ジュール（案）についても、アンケートの内容を決定する場として地域協
議会臨時会を開催することと併せて、全会一致で承認されました。 

〈議案第８号〉令和５年度地域コミュニティ活動交付金事業計画及び収支予算について

　中央西まちづくり推進委員会の徳満委員長から、事業計画及び収支予算（案）について説
明があり、全会一致で承認されました。 
（活動交付金配分及び申請額：４，１３９，０００円　申請対象事業数：１５事業） 
　令和５年度は、新たな取り組みとして、西池小と協力して、九州で初めて「ハブラシ・リ
サイクル・プログラム」に参加するほか、地域食堂及び子ども食堂への支援や、地域の史跡
散策等の歴史講座を開催したいとのことでした。 
　また、コロナ禍以前に実施していた、子どもたちが自然と触れ合うキャンプを再開したい
とのことでした。 

R5年7月

アンケート実施

計画期間

R６年４月～未定

地域協議会での改訂作業

R5年８月～R6年３月


